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本プログラムは空間を分割した離散要素計算における領域間通信を制御し、粒子情報の保存を保証する。基
礎となるのは保存方程式

∂n

∂t
+∇ · (nu) = 0, (1)

ここで n は粒子数密度、u は粒子速度場である。境界面で授受される束は数値的フラックス

Fs =

∫
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n(u · ns) dS (2)

として評価され、送信面と受信面で符号が反転することで質量が厳密に一致する。通信手順は隣接領域を通じ
て Fs を対称化し、ゴースト粒子の冗長配置によって勾配計算の一貫性を保つ。
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